



















































7. 要 約 ･-I.-･1---･85











































































































































































































































































































































































































































































































































































































で (た1さし PJは,0から I..曲線に向ってひいた切綿の切点), こ
C1lhL大領を与える伐期齢は OMlである.また,収穫軸組が L?曲線
のように転位すると,その場合のLF･平均収軒の慮大富点は ∠Pl(JX (の


































































































































先進林地 た禦 盲計 仏などで朋 した棚 技術では･とくにこ
の後昔に壷,a.ヵ癌 かれ,その住い什濃の歴史のうちに,次節に述べる
ように多様lJ:森林作非法が考案されてきた.というのは,これらの地











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































てその下に組み込まれている.さてこの管理という視点か ら見 る と
き,労働は一般に管理労働と作業労働とに区分することができる.も
っとも,英傑に捷宮内に包摂される各粗労働のうち,労働過程の技術
的性質を基準として両者を分けることは困難である.それは,管理の
側にあるか被管理の側にあるかという経営内での関係性匠からみた区
　囎　　6．←娩の労働力机域
分にほかならない．また．使用価f直創出を目ざして結集された諸労働
の結合を作業組繊と称するのに対して，管理体系に編成されているす
がたから見たそれを，われわれは管理組織とよぶわけである．
　さて，管理組織もまた，一種の分業と協業の体制下にある．管理の
面からみた経営内機能分化すなわち分業の体系は，一般に次のごとく
であろう．
　　①労働過程すなわち使用価値創出過程に対する管理，
　　②　経営の外部市場との対応，すなわち原材料や労働力の調達お
　よび生産物販売の過程に対する管理，
　　③技術体系，したがって，また作業組織そのものの変革の可能
　性の迫求，
　①・②の分野の担当者たちはライン組鐡を構成する．これに対しで
③の役割を担うのがスタッフである，スクッ7は，経営主が経営の基
本的事項について決断を下すのに参考となるような諸資料を，彼の諮
問に応じて提供できる準備を必要とするが，ラインの管理系列からは
一一??cしており，めいめい自律的に活動する，
　次に，ライン組織ヒ属する労働者（職員）は，ふつう縦断的に層化
している．経営主の決意はこの縦断的組織の中で消化反砺されて，作
業現場へおろされる．そのさい，とくに①の分野では，労働過程の統
轄編成という技術と．作業員に対する管理，との両面の機能が技術者と
いう人格の中に矛盾を孕みながら統合されている．そして，ラインの
技術者は，経営主の決定した指針に基づいて作業組織を組み立てかつ
運営する役割を担うのである．なお，ライン技術者がどの程度層化さ
れているかは経営によってさまざまだが，職能としては上級技術者と
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現場技術者とに分けることができよう．前者は，経営全体または部門
ごとの工程を総体的に把握して，その配置を決定する役割を担うので
ある．これに対して後者は，個々の工程ごとに配属され，職場におけ
る作業仕組（すなわち作業機と作業員との配置）を定立して，作業労
働をルーティンとして遂行できる態勢を指示する役目をもつ．
　以上，経営管理面から見た一般的な人的概樺を概説した．次に林業
の場合についてみよう．
　㈲　まず林業経営では，スタンプの確立している例がきわめて少な
く，その機能は経営主が包括している．・もちろん，’スタッ7を分化独
立させうるか否かは，経営規模にもよるところが大きいが，林業の技
術的特質もかなり彫響しているように思われる．技術開発による競争
の激しい工業の場合は，経営は自らの存立のためにも，常に作業組繊
の変革改良の可能性を検討していなければならない．しかし，林業で
は，そのような切実さはない．林業の労働過程は自然力による規定性
の極めて大きいことが顕著な特色なのである．そこには技術体系を根
本的に革めるような飛躍の可能性は比較的少ない（なお工業では，作
業組隷の変革が決意された場合，それを敏速に実行しうるには管理の
集椛化体制が必要である．けれども林業ではその必要性が乏しく，こ
のことが，末端における作業請負制の広汎な存在を持綾させているの
だ，といえよう）．
　（イ1林業におけるラインの技術者の役割りをみよう．彼らは膚然条
件を十分に検討した上で，作業の計画を樹てて末端へおろす．そのさ
い経営主は，施業指針の大綱（作業租選択の方針など）を与え，上級
技術者がそれ｝ご基づいて施業案を編成する．そして，施業案を現場で
84　　6．林業の労働力組撮
実行する（たとえば伐採木を選定する）のが現場技術者の役割りであ
る．ところで1かかるラインの縦断的組繊化もまた，林業では不明確
な場合が少なくない．上級技術者の存在は，経営主の意思を具伸的か
つ客観的な計画の形に外化定着させることによって技術の独立性を確
保する意味をもつが，それを欠く場合には，経営主の恣意が直接現場
作業を支配することになりやすい．林業で施業技術が定量的に確立L
ていないことが，経堂主の恣意を許しやすい状況をつくり出している，
といえよう（多くの山林所有者が経営者的というよりもむしろ財産保
有者的な行動に堕していることも，この点と関連する）．
　さらに，上級技術者の職能を欠くときには，現場技術者を管理の側
から統轄する原理もまた稀薄になる．こうして林業の労働過程の末端
部分は，ライン組織による統制を脱し，労働過程それ自体の論理に基
づき，技能労働者を中核として形成された自生的な作業組繊，の自
己統制の下に遂行せられることが多い．そこでは経営主による管理は
技術を媒介にするのでなく，ある工程を一括請負いさせるというふう
に，いわば外枠だけをとりきめる形でなされるのである．
　労働過程に直接かかわる作業組識のイニシアティヴを掌握する者に
こそ，われわれは生産の担い手という名を与えることができよう．し
かし，林業にあっては，その実体はなお技能労働者を核とする労働者
集団の中に沈潜しており，経営の中へ上昇吸収されるに至っていな
い，といってよかろう，
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窮2章林常生趨・
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　ご’にした。笠弔た坊に1ま…ず「産叢J概｛享を明確にすき唖｝黒ゲあ5。
　寸様1：ついτ．↓・へ巾｝f㌧k祷生産業kしてり林業」ヒド森林生濤素
とL胸林撫セ破つ叫取加・’可自とでノい梼旗艶嗣榛
一範呼糠噛瓢・呪辺促え加F濁励ζ㌧旙榔た。
　悩む第ミ’5仰ではワ林紫を　轟オ‡生意蒙」と把耀ツさととを前梶
　にレて沸嘩・’運べ丁・灘｝体系化の捲伽貼τ，禰向林業生
　走技術を整理LL，之く1：自然オ鳥度弄，｝月セ指向す5林業技毎｝1；つ
　いて1も施紫某釣化㌧唾リア：あの技術的基礎量生走基盤とに分サ
　て考察し．香種技術り位置ずサを行紅，た，
垢3章森林作・煮俵
　轟柞1ま，杯賞生童か留艮幹を聾り二各iぎ的・翫劫手段ゼ’みラ，芝り廻1翼
　r二毎’かわ5肢描δ㍉白然i匡島1聾順ヨヨ迄窃としての森林施窯であ5。
ゆ章て、ち耕糠・うちとく1；辮事鏑技徹し隔轟林｛践
　法をとウあザ、ノ｛気採一更新O関係の誌識Oし掛tを蒜取段暗と森
　君生濠力階湊域捲とo乏っ｝：剃し寸づえで，それり谷種森林作童と
　の冠起閑係ε整理した。
第午章二　弔ト経原則
　1E熟の森林峰壇サにおいて基参角刀指導原理と目さ航1さた「偶慌
　原則」1：つ、・て閑説㌧L。さら、こ，遊年、ト3ず函の学界にぢ・・て「一保
　続瓜則J毛めぐウ展扇された論串のさいの諸急め見解を斌討し，生
　潅力続髪ヒ需誇視集とりちゴ忌巳い乏場旨摘↑5と℃、：』「て論真の整序
　試妹。　　　　　　　　¶
臨5章淋業吻箕本莱備
　杯貴生産力の発現1城，①轟赫症れじたいの凪覗，②森林r竃謡ザ点
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馳
　　83　7・雫晶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’．
　〒ナ，ら轟tう枳入雫家り縞或．③投入」嚇徒森林内、もたらすたちのfイ
　遅輪避専段Φ講成，ヒい；3つφ尋因6ずム小’うっていう。本章で㌔士・
　②，⑦の尊国に1絹して淋1業生1涯力の構成を言命じ’セ。　セくに輸・選手段
　f・磁略砧産醐位置デけとモ・捲展加酵無樋r亀τ、林
　比論り犀閣を拭タ蔭。朴道り問題を鉢童杖獅論り纏俸的了∫体系り中
で胴し位置・’｝痛論禍・崔宗學タ虹捗唾取紋》一卿
試論ヒほり轍を環言周してち・きたい。
第6章　林穿の労f動オ湖L刷
　生潅方の主体的専素7・5労働力の存在形越・韻織瑛きを，簾力壊
　存杜邸卦・林蒙り生産力的特賃との関蓮．にみいて論し㌧淋業り労働
　逼醒にに蒋孫誼首己に器ずぐ合蒙。・「硯心れそすい一方，分化した個ぐ
　の作業がP貿］に工5ラさ周労種方の形で遊行さホうことの多v・ゆ二ん
　セ」藍ぺ噛た。
以・ヒが各すゴとり内容であ5．
　つぎ1：とり論稿の今廷の辰開凸醤想に7いて約書して拾とう．主崖・
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